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－神戸ふるさと文庫だより－ 

     

毎
年
八
月
初
め
に
開
催
さ
れ
る
「
み
な

と
こ
う
べ
海
上
花
火
大
会
」
は
、
神
戸
の

夏
の
風
物
詩
に
な
っ
て
い
ま
す
。
市
内
の

あ
ち
こ
ち
か
ら
見
え
る
花
火
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
人
は
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

 

   

こ
の
花
火
大
会
は
、
い
く
つ
か
の
移
り

変
わ
り
を
経
て
今
の
形
に
落
ち
着
き
ま
し

た
。 

 

         

初
期
の
大
規
模
な
花
火
大
会
に
は
、
昭

和
八
年
か
ら
毎
年
十
一
月
に
開
催
さ
れ
た

「
み
な
と
の
祭
」
で
の
「
神
戸
ナ
イ
ト
」

が
あ
り
ま
す
。
防
波
堤
か
ら
花
火
が
上
が

り
、
電
飾
船
の
行
列
が
夜
の
港
を
彩
っ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
昭
和
十
年
の
「
第
三

回
み
な
と
の
祭
」
を
最
後
に
中
断
さ
れ
ま

す
。 

  

終
戦
後
、
「
み
な
と
の
祭
」
が
復
活
し
、

打
ち
上
げ
花
火
は
湊
川
公
園
、
須
磨
浦
海

岸
、
王
子
公
園
、
中
突
堤
な
ど
と
場
所
を

移
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。 

      

昭
和
四
十
五
年
、
「
第
三
十
回
海
の
記

念
日
」
を
祝
し
て
大
規
模
な
花
火
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
年
は
神
戸
港
と
し

て
も
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
コ
ン
テ
ナ

バ
ー
ス
に
第
一
船
が
到
着
し
た
記
念
の
年

で
し
た
。 

 

 

みなと神戸海上花火大会 （広報課「神戸フォトコレクション」より）     

み
な
と
こ
う
べ
海
上
花
火
大
会 

 

こ
の
花
火
大
会
が
、
翌
年
か
ら
「
み
な

と
こ
う
べ
海
上
花
火
大
会
」
と
し
て
神
戸

の
夏
の
恒
例
行
事
と
な
る
の
で
す
。 
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－新しく入った本－ 

ピ
ア
ニ
ス
ト
小
倉
末
子
と
東
京
音
楽
学
校

｜
海
外
が
認
め
た
日
本
人
ピ
ア
ニ
ス
ト
第

一
号 
津
上
智
実 

橋
本
久
美
子 

大
角

欣
矢
（
東
京
藝
術
大
学
出
版
会
） 

 

小
倉
末
子
は
神
戸
女
学
院
大
学
に
学

び
、
東
京
音
楽
学
校
を
経
て
ド
イ
ツ
、

ア
メ
リ
カ
へ
渡
り
、
日
本
人
と
し
て
初

め
て
海
外
で
認
め
ら
れ
た
ピ
ア
ニ
ス
ト

で
あ
る
。 

本
書
は
、
小
倉
末
子
が
東
京
音
楽
学

校
の
演
奏
会
に
初
出
演
し
て
か
ら
一
〇

〇
年
の
節
目
に
あ
た
る
二
〇
一
一
年
に

開
催
さ
れ
た
同
タ
イ
ト
ル
の
企
画
展
を

機
に
執
筆
さ
れ
た
。 

 
 

演
奏
家
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
東
京

音
楽
学
校
教
授
と
し
て
も
活
躍
し
、
明

治
・
大
正
か
ら
戦
前
に
か
け
て
日
本
の

音
楽
界
に
重
要
な
足
跡
を
残
し
た
彼
女

の
華
々
し
い
功
績
と
そ
の
人
物
像
が
、

演
奏
記
録
等
の
豊
富
な
資
料
や
写
真
か

ら
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
。 

 
 

 
 
 
 
 

       

西
神
戸
の
自
然
歳
時
記
｜
自
然
は
お
も
し

ろ
い
、
不
思
議
が
い
っ
ぱ
い
！ 

橋
本
敏

明
（
友
月
書
房
） 

著
者
は
神
戸
の
ラ
ジ
オ
局
「
Ｆ
Ｍ

わ
ぃ
わ
ぃ
」
で
「
耳
で
聴
く
西
神
戸
の

自
然
歳
時
記
」
の
コ
ー
ナ
ー
を
担
当
し
、

番
組
終
了
後
も
ブ
ロ
グ
に
二
十
四
節
気

ご
と
の
自
然
や
話
題
を
掲
載
し
て
い
た
。 

そ
の
ブ
ロ
グ
や
番
組
で
の
ト
ピ
ッ
ク

ス
を
中
心
に
再
編
集
し
た
の
が
本
書
。 

自
然
教
室
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動

す
る
著
者
が
、
自
然
に
親
し
む
と
は
ど

う
い
う
こ
と
な
の
か
を
具
体
的
に
教
え

て
く
れ
る
。 

 

平
清
盛
と
後
白
河
院 

元
木
泰
雄
（
角
川

学
芸
出
版
） 

 

保
元
・
平
治
の
乱
を
経
て
、
互
い
に

大
き
な
権
力
を
手
に
し
た
清
盛
と
後
白

河
院
。
し
か
し
そ
の
関
係
は
次
第
に
対

立
の
様
相
を
深
め
る
。 

著
者
は
、
院
の
近
臣
と
清
盛
の
対
立
、

清
盛
の
長
子
・
重
盛
の
平
氏
内
で
の
立

場
等
を
精
査
し
直
す
こ
と
で
、
複
雑
に

絡
み
合
う
権
力
構
造
を
つ
ぶ
さ
に
描
く
。 

皇
統
の
傍
系
か
ら
つ
い
に
正
統
と
な

り
、
幾
多
の
政
治
的
危
機
に
も
屈
せ
ず
、

平
氏
の
後
の
世
ま
で
権
力
を
保
持
し
続

け
た
院
の
強
（
し
た
た
）
か
さ
を
再
認

識
さ
せ
ら
れ
る
。 

 

        

 

  

賀
川
豊
彦
と
孫
文 

浜
田
直
也
（
神
戸
新

聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
） 

 

コ
ー
プ
こ
う
べ
創
立
者
と
し
て
店
内

に
そ
の
名
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
大

正
か
ら
昭
和
前
半
に
活
躍
し
た
こ
の
社

会
運
動
家
に
つ
い
て
知
る
人
は
現
在
多

い
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。 

し
か
し
賀
川
豊
彦
は
四
回
ノ
ー
ベ
ル

賞
候
補
に
な
り
、
当
時
欧
米
で
「
カ
ガ

ワ
・
ガ
ン
ジ
ー
・
シ
ュ
バ
イ
ツ
ァ
ー
」

と
ま
で
称
さ
れ
た
人
物
な
の
で
あ
る
。 

 
 

一
九
二
〇
年
以
降
、
賀
川
は
十
数
回

中
国
に
渡
り
、
講
演
や
ス
ラ
ム
の
調
査

を
行
い
、
そ
の
間
、
孫
文
を
は
じ
め
魯

迅
、
胡
適
（
こ
せ
き
）
な
ど
と
会
談
し
、

意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る
。 

こ
れ
ま
で
あ
ま
り
周
知
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
賀
川
と
中
国
と
の
関
わ
り
が
実

証
的
に
ま
と
め
ら
れ
た
一
書
。 

 

句
作
り
千
夜
一
夜 

後
藤
比
奈
夫
（
ふ
ら

ん
す
堂
） 

 
 

著
者
が
主
宰
す
る
俳
誌
『
諷
詠
』
の

巻
頭
エ
ッ
セ
イ
「
千
夜
一
夜
」
ほ
か
計

二
編
の
エ
ッ
セ
イ
と
、
俳
句
に
お
け
る

こ
こ
ろ
や
慶
弔
俳
句
に
つ
い
て
の
講
演

予
稿
を
ま
と
め
た
も
の
。 

 

俳
句
の
師
で
も
あ
る
父
・
後
藤
夜
半

と
の
思
い
出
や
、
句
作
生
活
に
入
る
前

の
半
生
、
句
作
り
の
方
法
、
季
題
の
大

切
さ
な
ど
、
軽
妙
洒
脱
な
語
り
口
で
綴

ら
れ
て
い
る
。
俳
句
に
対
す
る
真
摯
な

姿
勢
と
俳
句
を
詠
む
楽
し
さ
が
伝
わ
っ

て
く
る
。 

 

神
戸
～
尼
崎
海
辺
の
歴
史
｜
古
代
か
ら
近

現
代
ま
で 

辻
川
敦 

大
国
正
美
編
著

（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
） 

か
つ
て
は
「
西
摂
」
と
呼
ば
れ
た
神

戸
・
阪
神
地
域
。
多
様
な
歴
史
が
積
み

重
ね
ら
れ
て
い
る
こ
の
地
域
に
つ
い
て
、

「
海
と
景
観
」
を
切
り
口
に
、
古
代
か

ら
現
代
ま
で
を
十
六
編
の
論
文
で
描
き

だ
す
。 

考
古
学
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る

古
代
の
人
々
と
海
の
関
わ
り
や
、
軍
記

物
・
旅
行
記
か
ら
読
み
解
く
戦
国
時
代

の
風
景
。
吉
田
初
三
郎
の
鳥
瞰
図
か
ら

見
る
近
代
神
戸
の
景
観
な
ど
多
彩
な
内

容
と
な
っ
て
い
る
。 

https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200107857&type=CtlgBook&pvolid=PV%3A7200226893&mode=one_line
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200107857&type=CtlgBook&pvolid=PV%3A7200226893&mode=one_line
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200109621&type=CtlgBook&pvolid=PV%3A7200235129&mode=one_line
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200109621&type=CtlgBook&pvolid=PV%3A7200235129&mode=one_line
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200111128&type=CtlgBook&pvolid=PV%3A7200237800&mode=one_line
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200111128&type=CtlgBook&pvolid=PV%3A7200237800&mode=one_line
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200111109&type=CtlgBook&pvolid=PV%3A7200237718&mode=one_line
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200111109&type=CtlgBook&pvolid=PV%3A7200237718&mode=one_line
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200110418&type=CtlgBook&pvolid=PV%3A7200240333&mode=one_line
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200110212&type=CtlgBook&pvolid=PV%3A7200239737&mode=one_line


－新しく入った本－ 

東
日
本
大
震
災
消
防
隊
員
死
闘
の
記
｜
津

波
と
瓦
礫
の
な
か
で 

南
三
陸
消
防
署
ほ

か
編
（
旬
報
社
） 

東
日
本
大
震
災
の
発
生
と
同
時
に
、

全
国
の
消
防
隊
員
は
被
災
地
の
救
援
活

動
に
向
か
っ
た
。
全
国
の
消
防
隊
に
よ

る
緊
急
消
防
救
助
隊
の
人
数
は
、
被
災

か
ら
二
ケ
月
後
に
は
約
二
万
八
千
四
百

人
に
の
ぼ
り
、
全
国
の
消
防
隊
員
の
お

よ
そ
六
分
の
一
に
あ
た
る
。 

な
か
で
も
神
戸
を
中
心
と
す
る
兵
庫

県
隊
に
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
時

に
助
け
ら
れ
た
「
恩
返
し
」
を
し
た
い

と
い
う
気
持
ち
が
強
か
っ
た
。
兵
庫
県

隊
は
、
長
野
・
福
島
を
経
て
宮
城
県
山

元
町
へ
向
か
い
、
さ
ら
に
南
三
陸
町
で

の
救
援
活
動
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
る
。 

こ
の
本
は
、
大
震
災
の
想
像
を
絶
す

る
破
壊
と
被
害
を
前
に
、
混
乱
す
る
現

地
で
苦
闘
し
た
消
防
隊
員
の
生
々
し
い

手
記
で
あ
る
。 

  

  

     

須
磨
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
物
語 

大
海
一
雄

（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
） 

 

『
西
神
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
物
語
』
同
様
、

記
録
の
必
要
性
か
ら
作
成
さ
れ
た
。
目

次
に
は
「
名
谷
団
地
は
16
カ
村
の
共
有

地
だ
っ
た
」
「
二
〇
三
高
地
が
３
つ
も

あ
っ
た
」
な
ど
の
項
目
が
並
ぶ
。
資
料

が
散
逸
す
る
な
か
貴
重
な
古
文
書
や
昔

話
も
取
材
し
、
写
真
、
図
表
を
織
り
込

ん
だ
明
快
な
構
成
と
な
っ
て
い
る
。 

歴
史
が
な
い
と
い
わ
れ
て
き
た

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
も
興
味
深
い
歴
史
が

た
く
さ
ん
埋
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
発
見

で
き
る
だ
ろ
う
。 

 

ま
ち
か
ど
の
記
憶
と
そ
の
記
録
の
た
め
に

｜
神
戸
長
田
か
ら
／
へ 

共
在
の
場
を
考

え
る
研
究
会
編
・
発
行 

「
ま
ち
」
に
か
か
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な

人
の
記
憶
や
足
跡
を
調
べ
、
記
録
し
考

え
る
と
い
う
活
動
を
行
っ
て
い
る
「
共

在
の
場
を
考
え
る
研
究
会
」
が
、
神
戸

長
田
を
調
査
し
た
中
間
報
告
書
。 

長
田
は
奄
美
出
身
者
や
在
日
コ
リ
ア

ン
、
ベ
ト
ナ
ム
系
の
人
々
な
ど
が
多
く

住
む
ま
ち
。
多
様
な
人
々
を
含
む
調
査

か
ら
は
、
新
た
な
長
田
像
が
見
え
て
く

る
。 人

に
と
っ
て
「
ま
ち
」
と
は
何
か
を

考
え
る
き
っ
か
け
を
与
え
て
く
れ
る
。 

〓
そ
の
他
の
新
刊
〓 

 

源
平
ゆ
か
り
の
里 

福
田
寺
経
緯
編
纂
委

員
会
発
行 

阪
神
美
術
探
訪 

坂
上
義
太
郎
（
光
村
推

古
書
院
） 

              

  

         

開
拓
民
｜
国
策
に
翻
弄
さ
れ
た
農
民 

宗

景
正
（
高
文
研
） 

父
の
微
笑 

相
沢
一
郎
（
本
の
泉
社
） 

自
然
災
害
と
ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
｜ 

そ
れ
で
も
僕
ら
は
歩
み
出
す 

磯
野
清

（
文
芸
社
） 

 

書庫探訪 その27 

「清盛公墳墓塔」 『神戸覧古』より 

 
これは、明治34年（1901）若林秀岳によって描かれた風景画帖『神戸覧

古』のなかの1枚「清盛公墳墓塔」です。兵庫区切戸町にある十三重石塔

「清盛塚」を描いたもので、清盛の墓と伝えられてきました。十三重石塔に

は、弘安9年（1286）2月という年月が刻まれており、県指定重要文化財と

なっています。 

大正12年（1923）、神戸市電の軌道敷設にともなう道路拡張工事のため、

約10メートル南西の場所にあった十三重石塔が現在地へ移されました。その

時の調査によって、墓でな

いことが確認されています。 

 

当館1階と2階に、「平清盛

関連コーナー」を設置してい

ます。平清盛に関する資料を

集めていますので、ぜひご覧

ください。 

                                神戸市                                    
                                            

          

https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200107680&type=CtlgBook&pvolid=PV%3A7200233503&mode=one_line
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200107680&type=CtlgBook&pvolid=PV%3A7200233503&mode=one_line
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200108309&type=CtlgBook&pvolid=PV%3A7200232462&mode=one_line
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200108309&type=CtlgBook&pvolid=PV%3A7200232462&mode=one_line
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200110793&type=CtlgBook&pvolid=PV%3A7200241661&mode=one_line
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200109986&type=CtlgBook&pvolid=PV%3A7200239534&mode=one_line
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200107077&type=CtlgBook&pvolid=PV%3A7200227984&mode=one_line
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200108655&type=CtlgBook&pvolid=PV%3A7200234650&mode=one_line
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200110873&type=CtlgBook&pvolid=PV%3A7200241928&mode=one_line
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200108618&type=CtlgBook&pvolid=PV%3A7200233950&mode=one_line
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六
甲
山
と
水
害 

  

六
甲
山
地
周
辺
で
は
古
く
か
ら
頻
繁
に

大
き
な
自
然
災
害
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
主
と
し
て
大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
で

し
た
。 

 

「
い
っ
た
い
今
年
は
五
月
時
分
か
ら
例

年
よ
り
も
降
雨
量
が
多
く
、
入
梅
に
な
っ

て
か
ら
は
ず
っ
と
降
り
続
け
て
い
て
、
七

月
に
這
入
っ
て
か
ら
も
、
三
日
に
又
し
て

も
降
り
始
め
て
四
日
も
終
日
降
り
暮
し
て

い
た
の
で
あ
る
が
、
五
日
の
明
け
方
か
ら

は
俄
に
沛
然
（
は
い
ぜ
ん
）
た
る
豪
雨
と

な
っ
て
い
つ
止
む
と
も
見
え
ぬ
気
色
で

あ
っ
た
。
が
、
そ
れ
が
一
二
時
間
の
後
に
、

阪
神
間
に
あ
の
記
録
的
な
悲
惨
事
を
齎

（
も
た
ら
）
し
た
大
水
害
を
起
そ
う
と
は

誰
に
も
考
え
及
ば
な
か
っ
た
の
で

（
略
）
」 

こ
れ
は
、
谷
崎
潤
一
郎
の
『
細
雪
』
の

中
の
昭
和
十
三
年
七
月
に
神
戸
市
及
び
阪

神
間
で
発
生
し
た
大
水
害
の
前
兆
を
描
写

し
た
文
章
で
す
。 

七
月
三
日
の
夕
方
か
ら
降
り
始
め
た
激

し
い
雨
は
五
日
の
昼
過
ぎ
に
よ
う
や
く
治

ま
り
ま
し
た
。
総
降
雨
量
は
六
甲
山
で
は

六
〇
〇
ミ
リ
、
市
街
地
や
阪
神
間
で
も
四

〇
〇
ミ
リ
を
超
え
、
た
っ
た
二
日
間
で
神

戸
市
の
年
間
総
降
雨
量
の
約
三
分
の
一
が

集
中
し
て
降
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
六

甲
山
の
南
側
で
は
山
く
ず
れ
が
多
数
発
生
。

住
吉
川
や
都
賀
川
な
ど
が
決
壊
、
道
路
は

あ
ふ
れ
た
水
で
川
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
巨
大
な
石
や
夥
（
お
び
た
だ
）
し
い
量

の
流
木
や
土
砂
が
市
内
に
あ
ふ
れ
、
泥
の

海
と
な
り
、
軒
ま
で
土
砂
で
埋
ま
る
家
も

あ
り
ま
し
た
。
道
路
も
鉄
道
も
寸
断
さ
れ
、

都
市
機
能
は
完
全
に
麻
痺
し
ま
し
た
。 

神
戸
市
及
び
阪
神
間
で
の
死
者
・
行
方

不
明
者
は
七
百
十
五
名
に
達
し
、
流
失
ま

た
は
全
・
半
壊
し
た
家
屋
は
一
万
五
千
戸

あ
ま
り
に
も
上
り
ま
し
た
。
都
賀
川
、
つ

い
で
新
湊
川
流
域
の
被
害
が
大
き
か
っ
た

よ
う
で
す
。
六
甲
山
か
ら
流
れ
出
た
土
砂

は
五
〇
〇
か
ら
八
〇
〇
万
立
方
メ
ー
ト
ル

と
報
告
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
崩
壊
面
積
は

甲
子
園
球
場
の
約
二
十
七
倍
に
な
っ
た
そ

う
で
す
。 

六
甲
山
は
元
々
緑
ゆ
た
か
な
山
で
し
た
。

天
正
年
間
に
豊
臣
秀
吉
が
大
阪
城
を
築
城

す
る
際
、
六
甲
山
か
ら
巨
木
や
石
を
採
取

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
代
償
と
し
て

「
武
庫
山
の
樹
木
伐
採
勝
手
た
る
べ
し
」

と
の
布
令
を
出
し
た
た
め
に
濫
伐
（
ら
ん

ば
つ
）
が
始
ま
り
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に

入
る
と
炊
事
や
風
呂
の
燃
料
や
資
材
と
し

て
樹
木
の
伐
採
が
進
み
、
明
治
初
期
に
は

地
表
が
露
出
す
る
ほ
ど
に
荒
廃
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。 
 
 

 

「
私
は
瀬
戸
内
海
の
海
上
か
ら
六
甲
山

の
禿
山
を
見
て
び
っ
く
り
し
た
。
は
じ
め

は
雪
が
積
も
っ
て
い
る
の
か
と
思
っ

た
。
」 

明
治
十
四
年
、
植
物
学
者
の
牧
野
富
太

郎
が
高
知
か
ら
蒸
気
船
に
乗
っ
て
神
戸
に

着
き
ま
し
た
。
そ
の
時
、
港
を
背
に
し
た

六
甲
山
の
印
象
を
こ
う
記
し
て
い
ま
す
。 

   

付近
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川

 

大
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六
甲
山
系
の
河
川
は
、
距
離
が
短
く
流

域
面
積
も
小
さ
い
う
え
に
勾
配
も
き
つ
い

の
で
、
ひ
と
た
び
大
雨
が
降
れ
ば
土
砂
が

い
っ
き
に
流
れ
出
し
被
害
が
甚
大
と
な
り

ま
す
。
神
戸
の
街
は
急
速
な
都
市
化
に
よ

り
川
幅
が
狭
め
ら
れ
た
り
、
水
路
が
地
下

に
埋
め
ら
れ
た
り
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
状

況
の
な
か
で
起
こ
っ
た
大
水
害
で
し
た
。 

（ 石 ） 流

（『神戸市大水害スケッチ』より） 

 

当
時
は
現
在
の
よ
う
に
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
や
携
帯
電
話
も
な
い
時
代
で
し
た
が
、

被
害
の
甚
大
さ
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

大
水
害
の
直
後
よ
り
神
戸
市
初
等
教
育

研
究
会
図
画
部
の
教
員
二
十
三
名
に
よ
っ

て
描
か
れ
た
二
百
十
三
枚
の
ス
ケ
ッ
チ
で

す
。
こ
の
現
実
を
後
世
に
伝
え
よ
う
、
と

必
死
の
思
い
で
被
災
地
を
巡
っ
て
い
ま
す
。

惨
憺
（
さ
ん
た
ん
）
た
る
状
況
の
な
か
で

写
真
に
も
劣
ら
な
い
程
の
細
や
か
な
観
察

で
惨
状
を
描
き
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
被

害
状
況
の
ス
ケ
ッ
チ
を
も
と
に
作
成
さ
れ

た
絵
巻
物
も
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
も
当
館

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

こ
の
災
害
を
き
っ
か
け
に
神
戸
の
都
市

計
画
は
水
害
予
防
を
大
き
な
柱
と
し
、
再

び
こ
の
よ
う
な
災
禍
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、

六
甲
山
系
の
砂
防
事
業
や
河
川
改
修
を
継

続
的
に
進
め
て
来
ま
し
た
。
そ
し
て
現
在

も
、
樹
や
森
を
育
て
、
自
然
の
持
つ
力
を

強
め
て
土
砂
災
害
を
防
ぎ
、
安
全
で
自
然

豊
か
な
六
甲
山
を
目
指
す
と
い
う
努
力
が

続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 
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